令和元年度　第５回気高地域振興会議議事概要
日　時　令和元年１０月２５日（金）午後１時３０分から午後３時４５分
場　所　気高町総合支所　２F大会議室
〔出席委員〕

河根裕二委員、久野　壮委員、秋吉順子委員、池長綾子委員、池原隆秋委員、木下公明委員
田中敦志委員、三澤秀正委員、荒尾 　極委員

〔欠席委員〕
西尾雅彦委員、松本弥生委員、居川　一委員
〔事務局〕

武田敏男支所長、岡本幸子副支所長、大角正道市民福祉課長、久野明男課長
石井盛光地域振興課課長補佐
［傍聴者］
なし
◎会議次第

１　開会

２　あいさつ
３　報告事項

　　（１）鳥取市温泉事業の運営事業について
　　　　　（２）鹿の助スポーツクラブの指定管理施設運営状況等について

４　その他
　　　　　（１）ときめきまつりチラシ

　（２）ふるさと気高ウオーキング大会チラシ

　（３）歴史講座チラシ
５　閉会
◎議事概要

１　開会

２　会長あいさつ
３　報告事項

（１）鳥取市温泉事業の運営事業について（観光・ジオパーク推進課より）
【観光】別紙　資料１を基に説明。
【委員】温泉の加入数が浜村は鹿野に比べるとかなり少ない。そもそも合併時に一緒になった経過がよくわからない。なぜ、別々の会計にならなかったのか。浜村温泉の、７０％は使用せず流している状況。温泉の財産を活かして収入を上げる必要がある。
【観光】明確な回答ではないが、同じ温泉会計であり効率等も検討したうえで一緒の会計にしたと思います。言われたとおり、鹿野温泉の収入で運営が成立している部分があります。気高の場合は、現状の運営では修繕費が膨らむと収支がマイナスになるリスクがあります。今後の運営については、大規模改修が必要となってくるが基金を崩して運営を維持して行く予定にしています。
【委員】集中管理が今の時代に合った適切な管理の状態になっているのか。目的が今の時代に合っているか。
集中管理に入っていない源泉がある。こういう体制で良いのか。
共同浴場の配湯料が大きい。積立金が増えている状況で、将来の大規模改修をどこまで見るかというところだが、収入の現状と将来の修繕のバランスを考えないといけない。その結果として、少しでも配湯料を下げることができれば受益者負担が軽減できる。
【観光】枯渇問題や温泉を効率的に利用する目的で、集中管理が考えられてきたと思います。
集中管理に入っていないのは、その当時に何等かの理由があったと思います。
共同浴場については、設定料金を営業用よりも抑えた使用料にして負担軽減しています。
【委員】とにかく、加入者を増やすことが重要だと考える。加入者を増やす策がないということが現状ではないのか。温泉という財産が地域振興に貢献しているのか。
【委員】浜村と鹿野の加入者件数状況についてはどうか。
【事務局】浜村温泉の利用はグレースタウンが主で、その他は、旅館等と思っています。鹿野については、個人利用として温泉付きで越路が丘や湯川団地などの住宅団地があります。
気高は、集中管理をしてから20年以上を経過している中で政策の転換が必要というご意見だと思います。

　現在、市が温泉を使って新たな宅地開発というような政策的な考えはないと思っています。

ただ、公共施設に温泉を有効活用する方法がないかと考えています。

【委員】30年度の委託料が、昨年度と比較すると約700万円増となった理由は。
【観光】料金システム設備更新のため経費です。
【委員】報酬とは、どのような使い道か。
【観光】検針員、温泉設備の小修繕、緊急的な修繕の際の現場指示などをしていただくため嘱託職員の人件費です。
【委員】基金積立を計画的にしているので安心しました。

【観光】大型の改修が今後予想されるため、今後も健全な会計に努めて行きます。
【委員】温泉利用料は一般家庭ですと月にどれくらいなのか。
【観光】７・８千円程度です。
【委員】監査はしっかりできているのか。また、温泉審議会はどういう時に開催されるのか。
【観光】監査は、決算時に決算審査を受けています。温泉審議会の開催については、条例に温泉事業の運営に関する重要事項について調査及び審議するとなっています。
【委員】健全な会計で、しっかりと基金も積立てられている。基金を浜村温泉館の修繕として活用する方法があってもいいのではないか。
【観光】温泉特別会計は、受益者の使用料等で運営していますので、目的以外に使用することは、理解が得られないと考えます。

浜村温泉館の場合は、また別の特別会計があります。
（２）鹿の助スポーツクラブの指定管理施設運営状況等について（鹿の助スポーツクラブより）
【鹿助】別紙　資料２を基に説明。
【委員】鹿野、青谷も含めて管理して頂いているわけですけども、気高町在住の職員も採用をお願いしたい。
【委員】B&Gプールの職員配置はどのようにしているか。小学校プールでは、熱中症警報や35度以上の場合は、プールを開放しないということもあり、ほとんど利用が出来ない状況であった。このような状況で、B&Gプールを利用するに当たり、地域によっては、鹿野B&Gプールの距離が近いので利用する子どもたちがいるが町外利用者のため使用料が掛かるので検討していただきたい。
　運営時間は、縮小しているようだが問題はないのか。屋根が撤去されたが暑いので対策がしてほしい。

【鹿助】最低3名の監視員を配置しています。

屋根の撤去については、30年度に大量に藻が発生しました。今年度は、対策として、屋根なしで運営しましたが、藻の発生も抑制され、利用者からもクレームはありませんでした。

　暑さ対策については、パラソルやターフを設置しているところですが、さらに来年度に向けて検討します。

【事務局】使用料について、プール以外の各体育施設も統一した料金体系が出来ていませんので生涯学習・スポーツ課と一緒に引き続き検討をしていきます。

【事務局】気高B&Gプールの利用について、昨年度にくらべ解放日と解放時間が大きく減少している。利用実績に応じて鹿野B&Gプールも同様に減少したのでしょうか。
【鹿助】鹿野B&Gプールについても、気高と同様に実績に応じて解放日と時間は減少している。

【事務局】利便性と住民サービス維持の観点を踏まえて運営して頂くようお願いします。
【委員】学校教育の中で体育活動は手放していく方向だと思う。学校の場合は、事故や責任問題を徹底的にしているため、プール解放日は、ますます縮小傾向になるのではないか。そうなると、鹿の助スポーツクラブの活動はますます重要になる。
４　その他
　（１）ときめきまつりチラシ
　（２）ふるさと気高ウオーキング大会チラシ
　（３）歴史講座チラシ
次回　1１月１5日（金）1４時３０分～
５　　閉会
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